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法 人の 基本 的な 目標

和歌 山県 立医 科大学 は、 医学及 び保 健看 護学に 関す る学術 の中 心と して、 基礎 的、

総 合的 な知 識と 高度で 専門 的な学 術を 教授 研究し 、豊 かな人 間性 と高 邁な倫 理観 に富

む 資質 の高 い人 材の育 成を 図り、 地域 医療 の充実 など の県民 の期 待に 応える こと によ

っ て、 地域 の発 展に貢 献し 、人類 の健 康福 祉の向 上に 寄与す る。

この 目的 を果 たすた め、 特に以 下の 事項 につい て重 点的に 取り 組む 。

(１) 高等 教育及 び学 術研究 の水 準の 向上に 資す る。

(２) 高度 で専門 的か つ総合 的な 能力 のある 人材 の育成 を行 う。

(３) 学生 の修学 環境 の充実 を図 る。

(４) 高度 で先進 的な 医療を 提供 する 。

(５) 地域 の保健 医療 の発展 に寄 与す る活動 を行 う。

(６) 地域 に生涯 学習 の機会 を提 供す る。

(７) 地域 社会と の連 携及び 産学 官の 連携を 行う 。

(８) 人類 の健康 福祉 の向上 に寄 与す るため の活 動を行 う。

第 1 中期 目標 の期間 及び 教育研 究上 の基 本組織

1 中期 目標 の期間

平成 18年 4 月 1 日か ら平成 24年 3 月 31日ま での 6 年間 とす る。

2 教育 研究 上の基 本組 織

この 中期 目標を 達成 するた め、 別表 に記載 する 学部、 研究 科及 び専攻 科を 置く 。

第 2 大学 の教 育研究 等の 質の向 上に 関す る目標

1 教育 に関 する目 標

(１) 教育 の成 果

ア 学部 教育

(ア) 幅広い 教養 、豊か な思 考力 と創造 性を 涵養し 、豊 かな 人間 性と高 邁な 倫

理観 に富む 資質 の高い 人材 を育 成する 。

(イ) 医学又 は保 健看護 学を 中心 とする 高度 で専門 的か つ総 合的 な能力 を身 に

つけ た人材 を育 成する 。

(ウ) コミュ ニケ ーショ ン能 力及 びリー ダー シップ を備 えた 協調 性の高 い人 材

を育 成する 。

(エ) 地域医 療及 び健康 福祉 の向 上に寄 与す るとと もに 、国 際的 にも活 躍で き

る人 材を育 成す る。

イ 大学 院教育

(ア) 修士課 程に ついて は、 専攻 分野に おけ る研究 能力 に加 え、 高度専 門職 を

担う ために 必要 な能力 及び 学識 を備え た人 材を育 成す る。

(イ) 博士課 程に ついて は、 自立 した研 究活 動又は 高度 な専 門性 が求め られ る

社会 での活 躍に 必要な 研究 能力 、基礎 とな る豊か な学 識を 備えた 人材 を育

成す る。ま た、 国内外 で高 い評 価を受 ける 指導的 研究 者を 育成す る。

ウ 専攻 科教育

幅広 い教養 、豊 かな思 考力 と創 造性の もと に、豊 かな 人間 性と高 邁な 倫理

観 に富 む資質 の高 い人材 を育 成す る。

(２) 教育 内容等

ア 学部 教育

(ア) 入学 者受 入れ 及び入 学者 選抜
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ａ 入学者 選抜 方法の 工夫 及び 改善を 図り 、優秀 な人 材の 確保に 努め る。

ｂ 地域の 高等 学校と の連 携の 下に、 多様 な人材 の獲 得に 努める 。

(イ) 教育課 程

ａ 卒業ま でに 学生が 到達 すべ き教育 目標 を明確 にし 、カ リキュ ラム 全体

の 改善に 努め る。

ｂ 医療現 場で の実習 の充 実を 図り、 地域 医療等 につ いて 理解と 関心 を深

め るため の教 育を推 進す る。

(ウ) 教育方 法

ａ 幅広い 教養 、豊か な人 間性 及び思 考力 ・創造 力を 形成 するた め、 教養

教 育と人 間教 育を充 実す る。

ｂ 学生が 主体 的かつ 意欲 的に 学習で き、 知的好 奇心 、科 学的探 求心 及び

問 題解決 能力 を育む 教育 方法 を採用 する 。

ｃ 医療に 従事 する者 （以 下「 医療従 事者 」とい う。 ）と して適 切な コミ

ュ ニケー ショ ン能力 、患 者の 人権に 配慮 できる 倫理 観育 成のた めの 教育

を 充実す る。

(エ) 成績評 価

各 授業科 目の 学習目 標、 目標 達成の ため の授業 の方 法・ 計画及 び成 績評

価基 準を明 確に し、厳 正な 成績 評価を 実施 する。

(オ) 卒後教 育と の連携

個 々の学 生が 卒後教 育へ 円滑 に移行 でき るよう に、 学部 教育と 卒後 教育

の連 携を図 る。

イ 大学 院教育

(ア) 入学者 受入 れ及び 入学 者選 抜

本 学卒業 生の みなら ず、 広く 門戸を 開き 、人材 の確 保に 努める 。

(イ) 教 育課程

ａ 地域に 根ざ した大 学院 づく りを目 指し 、専門 知識 を有 し、幅 広く 医療

関 連分野 で活 躍する 高度 専門 職業人 又は 医学の 発展 や社 会福祉 の向 上を

目 指す研 究者 を育成 する 教育 を行う 。

ｂ 修士課 程に ついて は、 目的 ・役割 を明 確化し 、研 究者 や高度 専門 職業

人 育成等 に対 応した 教育 を行 う。

ｃ 博士課 程に ついて は、 地域 医療に 対す る貢献 を中 心に 据え、 高度 先進

的 な教育 を行 う。ま た、 関連 分野の 統合 や広領 域化 を図 り、基 礎医 学と

臨 床医学 の連 携によ る医 学研 究を推 進す る。

(ウ) 教 育方法

ａ 個性あ る独 創的な 研究 や共 通性の 高い 研究の 情報 公開 を推進 し、 多方

面 からの 協力 助言が 得ら れる 体制を 構築 する。

ｂ 大学院 独自 の教育 研究 の指 導方法 の改 善を促 進す る。

(エ) 成績評 価

研 究活動 及び 専門能 力を 評価 する体 制を 構築し 、厳 正な 評価を 実施 する 。

ウ 専攻 科教育

(ア) 入学者 受入 れ及び 入学 者選 抜

入 学者受 入れ の基本 方針 を明 確にし 、そ れに応 じた 入学 者選抜 を実 施す

る。
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(イ ) 教育課 程・ 方法

教 育目標 等に 基づい た効 果的 ・系統 的な カリキ ュラ ムの 編成及 び教 育方

法に よる教 育を 行う。

(ウ) 成績評 価

各 授業科 目の 学習目 標、 目標 達成の ため の授業 の方 法・ 計画及 び成 績評

価基 準を明 確に し、厳 正な 成績 評価を 実施 する。

(３) 教育 の実施 体制 等

ア 教育 実施体 制

教育 に関す る目 標を実 現す るた め、教 職員 を適切 に配 置し 、組織 的な 教育

実 施体 制を整 備す る。

イ 教育 環境の 整備

教育 研究活 動に おける 施策 を踏 まえ、 必要 な施設 ・設 備、 図書、 資料 等の

計 画的 な整備 及び 充実に 努め る。

ウ 教育 の質の 改善

(ア) 個々の 教員 が実施 する 教育 の内容 及び 方法を 改善 し、 向上 させる ため の

組織 的な研 究・ 研修等 の実 施に 努める 。

(イ) 教育の 質の 向上を 図る ため 、大学 の組 織的な 教育 活動 及び 個々の 教員 の

教育 活動に 対す る評価 を継 続的 に行う 。

(４) 学生 への支 援

ア 学習 支援体 制の 整備

学生 一人ひ とり の学習 意欲 の向 上を図 るた め、学 習支 援体 制を整 備す る。

イ 生活 支援体 制の 整備

学生 が心身 の悩 みや生 活全 般の 問題に 対し て気軽 に相 談す ること がで き、

安 心し て学生 生活 を送る こと がで きる支 援体 制を整 備す る。

ウ 留学 生支援 体制 の整備

留学 生が安 心し て教育 研究 活動 を行う こと ができ る支 援体 制を整 備す る。

2 研究 に関 する目 標

(１) 研究 水準及 び研 究の成 果等

ア 目指 すべき 研究 の方向 と研 究水 準

(ア) 地域医 療に 貢献す る研 究を 推進し 、人 々の健 康福 祉の 向上 に寄与 する 。

(イ) 独創性 に富 み国際 的に 高く 評価さ れる 研究水 準を 目指 し、 基礎医 学及 び

臨床 医学の 連携 による 、先 端的 で学際 的か つ学融 合的 な分 野の研 究を 推進

する 。

イ 成果 の社会 への 還元

大学 の研究 成果 を広く 社会 に発 信し、 県民 の健康 福祉 の向 上に寄 与す ると

と もに 、産業 界、 ＮＰＯ その 他の 民間団 体等 におけ る応 用を 推進す る。

(２) 研究 実施体 制等 の整備

ア 研究 体制

独創 性が高 く、 社会的 要請 の高 い研究 に即 応でき る研 究者 の確保 や配 置並

び に組 織的な 研究 ができ る体 制を 目指す 。

イ 研究 環境

多様 な研究 者が 、それ ぞれ の能 力を十 分発 揮する ため に必 要な研 究環 境の
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整 備に 努める 。

ウ 研究 の質の 向上

(ア) 個々の 研究 者が行 う研 究の ほか、 知的 な成果 の結 集を 図り 目標を 定め て

行う 組織的 な研 究を推 進す る。

(イ) 研究者 がよ り意欲 的に 研究 に取り 組む ことが でき るよ うな 評価制 度を 検

討し 、実施 する 。

エ 研究 資金の 獲得 及び配 分

競争 的研究 費及 び外部 資金 の獲 得に努 め、 適正な 資金 配分 に努め る。

3 附属 病院 に関す る目 標

(１) 教育 及び研 修機 能の充 実

ア 大学 附属病 院と して、 医学 部・ 保健看 護学 部の学 生に 、幅 広く充 実し た臨

床 教育 及び実 習の 場を提 供す る。

イ 卒後 臨床研 修及 び看護 師の 卒後 教育な ど附 属病院 にお ける 医療従 事者 への

研 修・ 実習の 充実 を図る 。

ウ プラ イマリ ケア 、地域 医療 の充 実や高 齢者 医療の 充実 、介 護・福 祉と の連

携 など の医療 課題 への対 応に 必要 な総合 診療 能力を 育成 する ため、 地域 の医

療 機関 や福祉 施設 等（以 下「 地域 の関係 施設 」とい う。 ）と も連携 しな がら 、

卒 後教 育の充 実を 図る。

（ 注） プライ マリ ケア： 患者 との 継続し た関 係を築 き、 家族 と地域 の広 がり

の なかで 診療 するこ とに 責任 を持つ 臨床 医によ って 提供 される 総合 的な

ヘ ルスケ ア

エ 地域 の関係 施設 と適切 に連 携し 、及び 協力 しなが ら、 広く 医療従 事者 に対

す る研 修・実 習の 機会を 提供 して いく。

(２) 研究 の推進

ア 高度 医療の 推進 に対す る県 民の 期待に 応え 、難治 性疾 患等 の原因 解明 や新

し い診 断及び 治療 の方法 の開 発等 を一層 進め るとと もに 、既 存の方 法の 科学

性 及び 有効性 を検 証する 研究 を行 う。

イ 質の 高い治 験を 倫理的 かつ 科学 的に適 正に 実施し 、新 しい 治療法 の進 展を

も たら し、医 療や 医学の 発展 に貢 献する 。

ウ 患者 本位の 医療 のあり 方に つい ての研 究と 医療マ ネジ メン ト的側 面か らの

研 究を 推進し 、医 療の質 の向 上に 努める 。

(３) 地域 医療へ の貢 献と医 療の 実践

ア 地域 医療の 中核 機関と して 高度 医療の 充実 に引き 続き 努め るとと もに 、先

端 的医 療を実 践す る。

イ 患者 に信頼 され る患者 本位 の立 場を再 確認 し、よ り良 質な 医療を 実践 する 。

ウ 県行 政及び 地域 の医療 機関 との 連携及 び交 流によ り、 救急 医療、 災害 医療 、

へ き地 医療等 の各 医療体 制の 充実 を支援 する 。

(４) 医療 安全体 制の 充実

安 全で 質の高 い医 療を提 供す るた めの管 理体 制を確 立す ると ともに 、職 員の

安全 管理 に対す る感 性を高 める 。

(５) 病院 運営

ア 病院 業務を 円滑 に実施 する ため の管理 運営 の在り 方に つい て十分 検討 し、

そ の結 果を病 院運 営に反 映さ せる 。
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イ 健全 な病院 経営 の確立 のた め、 業務の 効率 化と財 務内 容の 改善を 図る 。

(６) 附属 病院本 院と 同紀北 分院 の役 割分担 及び 連携

ア 附属 病院本 院に おける 高度 医療 ・専門 的診 療によ る医 師及 び看護 師の 育成

と 、附 属病院 紀北 分院に おけ る地 域医療 ・総 合的診 療に よる 医師及 び看 護師

の 育成 など役 割分 担のも と相 互の 連携を 図る 。

イ 附属 病院紀 北分 院につ いて は、 高齢者 医療 、リハ ビリ セン ター等 の地 域特

性 を踏 まえた 機能 の充実 を図 る。

4 地域 貢献 に関す る目 標

(１) 県行 政及び 地域 の医療 機関 との 連携及 び交 流によ り、 救急 医療 、災害 医療 、

へき 地医 療等の 各医 療体制 の充 実を 支援す ると ともに 、地 域に おける 医師 をは

じめ とす る医療 従事 者の充 実に 寄与 する。

(２) 大学 の研究 成果 を広く 社会 に発 信し、 産業 界、Ｎ ＰＯ その 他の 民間団 体等 と

の協 力・ 連携を 通じ て研究 成果 の応 用を推 進す る。

(３) 地域 に開か れた 大学と して 、広 く医療 従事 者に対 する 研修 ・実 習の機 会を 提

供す る。

(４) 地域 住民へ の生 涯学習 の機 会を 提供し 、健 康福祉 の向 上へ の意 識高揚 に努 め

る。

(５) 医療 系大学 の特 性を活 かし て、 県及び 市町 村等の 行政 が実 施す るプロ ジェ ク

トに 参画 する。

5 産学 官の 連携に 関す る目標

産学 官の 連携に つい ては、 大学 の特 性を活 かし 、基本 的な 理念 や方針 を明 確に

し 、主 体的 かつ戦 略的 に取り 組む 。

6 国際 交流 に関す る目 標

外国 の大 学や研 究機 関等と の連 携及 び交流 を推 進する こと によ り、大 学機 能の

活 性化 を図 る。

第 3 業務 運営 の改善 及び 効率化 に関 する 目標

1 運営 体制 の改善 に関 する目 標

(１) 理事 長を中 心と して、 機能 的か つ効果 的な 大学運 営を 実現 する 。。。。

(２) 県民 の健康 福祉 の向上 のた め、 地域に おけ る医師 をは じめ とす る医療 従事 者

の充 実に 寄与す るた めの全 学的 な地 域医療 支援 組織を 構築 する 。

2 教育 研究 組織の 見直 しに関 する 目標

学術 研究 の動向 や社 会の要 請等 に適 切に対 応し 、大学 の個 性化 を図る ため 、大

学 の教 育研 究組織 につ いては 、柔 軟か つ機動 的に 編成す る。

3 人事 の適 正化に 関す る目標

(１) 優れ た人材 を確 保する ため の多 様な任 用制 度の導 入及 び水 準の 高い教 育・ 研

究・ 医療 を実現 する ための 柔軟 な人 事シス テム 等を検 討す る。

(２) 教職 員の能 力の 開発・ 向上 や専 門性等 の向 上に資 する ため 人材 育成制 度の 充

実を 図る 。

4 事務 等の 効率化 ・合 理化に 関す る目 標

法人 にお ける主 体的 な大学 改革 の推 進や教 育・ 研究・ 医療 など 大学機 能の 一層

の 充実 を図 るため 、法 人経営 と教 学の 双方に 精通 した高 度な 専門 性を有 する 事務

組 織の 構築 を目指 すと ともに 、効 果的 かつ効 率的 な法人 経営 に努 める。

第 4 財務 内容 の改善 に関 する目 標
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1 外部 研究 資金そ の他 の自己 収入 の増 加に関 する 目標

科学 研究 費補助 金、 共同研 究・ 受託 研究等 の外 部研究 資金 その 他の自 己収 入の

増 加を 図る 。

2 経費 の抑 制に関 する 目標

予算 を効 率的に 執行 するた め、 財務 状況の 分析 を行い 、管 理的 経費の 見直 し及

び 節減 に努 め、財 務内 容の向 上を 図る 。

3 資産 の運 用管理 の改 善に関 する 目標

資産 状況 を把握 し、 効率的 かつ 効果 的な資 産運 用を図 るこ とに より経 営の 向上

を 図る 。

第 5 教育 及び 研究並 びに 組織及 び運 営の 状況に つい て自ら 行う 点検 及び評 価並 びに

当 該状 況に 係る情 報の 提供に 関す る目 標

1 評価 の充 実に関 する 目標

自己 点検 ・評価 や第 三者評 価等 を行 うこと によ り、大 学の 教育 研究活 動の 客観

性 及び 透明 性を高 め、 その結 果を 大学 運営の 改善 と活性 化に 反映 させる とと もに 、

こ れを 公表 し、社 会へ の説明 責任 を果 たす。

2 情報 公開 等の推 進に 関する 目標

(１) 県民 への説 明責 任を果 たし 、県 民に一 層開 かれた 大学 を目 指す ため、 法人 の

業務 等の 状況に つい て、積 極的 に情 報を公 開す る。

(２) 個人 情報の 保護 の重要 性を 認識 し、個 人情 報の取 扱い に当 たっ ては、 個人 の

権利 利益 を侵害 する ことの ない よう 適正に 取り 扱う。

第 6 その 他業 務運営 に関 する重 要目 標

1 施設 及び 設備の 整備 ・活用 等に 関す る目標

(１) 施設 及び設 備に ついて は、 長期 的な視 点に 立ち、 教育 ・研 究・ 医療の 各活 動

にお ける 施策を 踏ま えて必 要性 を検 討し、 計画 的な整 備に 努め る。附 属病 院紀

北分 院に ついて は、 大学内 及び 地域 医療に おけ る役割 分担 を果 たせる よう 医療

環境 の整 備を図 り、 健全な 病院 経営 に努め る。

(２) 既存 の施設 及び 設備の 有効 活用 を推進 する ととも に、 適正 な維 持管理 に努 め

る。

2 安全 管理 に関す る目 標

(１) 患者 、訪問 者、 学生、 職員 及び 周辺地 域の 住民の 安全 ・衛 生の 確保の ため 、

適正 な体 制整備 を行 い、組 織を 挙げ た取組 を進 める。

(２) 天災 、人災 等不 測の事 態へ の対 応等多 岐に わたる 危機 管理 体制 を確立 する 。

3 基本 的人 権の尊 重に 関する 目標

基本 的人 権を尊 重し た教育 研究 及び 職場の 環境 を構築 する とと もに、 教育 研究

や 医療 に当 たって は、 常に人 権の 尊重 を念頭 にお いた取 組を 行う 。さら に、 法人

は 、人 権に 関わり の深 い業務 を担 って いるこ とか ら、職 員に 対す る研修 を行 うと

と もに 、県 民に対 して も必要 な情 報の 発信に 努め る。

別 表（ 学部 、研 究科、 専攻 科）

学部 医学 部 保 健看 護学部

研究 科 医学 研究科 保 健看護 学研 究科
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専攻 科 助産 学専攻 科


